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結核菌よtJ分離抽幽せる特異抗原性物質溶液1ご
る

よる皮内反応に関す る研究 .(II)∴

BCG被 接 種 学 童 を 対 象 と し て

日本医科大学皮膚科教室(指導 究山千里教授)

飯 田 康 衛
垂

1緒 言

余は第1報 において、人型結核菌の菌体より分離抽出

せる特異抗原性物質溶液(ワ クチソA)の10000倍 稀釈液

が2000倍 稀釈旧ツ液とほS'等 しい力価を有することを

途べた◎然 し、その検討はBCG接 種者を除外 した成人

を対象として実施せられたので、今回は、現今最も普遍

的にツ反応の集団検査並びにBCG接 種 の行われる学童

集団を対象として、ワクチソAが ツ液と同様に、その検

査 目的に使用 し得 るか否かを検討 した。

注射部位 として左右前陣屈側を選び、ワクチ;ソAの

ユ0000倍 液(単 に10000倍 液 と略記することあり)と2000

倍稀 釈旧ツ液(単 にツ液と略記することあり)と の比較

実験を行つたのであるが、力践 る集団における左右前臆

屈側の反応は＼時に著明な相違を示すので、複雑で理解

しにくい、然 し興昧深い実験成績を得るまでには、幾凌

も模索的な実験を繰返 した。

II使 用抗原

尚、誤差を僅少ならしめるため、本実験は終始著者1人

にて実施 した。腎

第1表 注射方法

6年 生{

}人 司 右調 左聾

5年 生i

訓 ツ 神 ・… 蟹
37eiツ 液 ツ 液

3年 生1 4D8{・ ・… 酬 ・・… 鰍 …

2年 生 5・2i・ ・… 綱 ヅ 液

4牲i 32gl5… 圃5… 倍液;

ワク チ ンAの10000倍 液 お よび5000倍 液 。1日 ッ2000

倍 液 ◎

111実 験方法

被検集団・川崎市内某小学校学童、1969名.本集団では

毎年定期的に年1回 ツ反応検査 を実施 己、絵 性者にBC

G捜 種 を行つてきたが、最近では次の如き前歴がある。

昭和22年7月(19カ 月前){昭 和22年10月(16カ

月前)・ 昭和23年1月(13カ 月前)に 、左前臆屈側にて

ツ反応髄 をmeし 陰 儲 の左鱒 劉 にBCGO・06

mgを 皮 内接種 した。',

本実験実施 日、昭和24年2--3月 ◎

反応康の学年別注射部位は第1表 の如 くであつて、注

射方法、観察方法、判定方法等は第1報 と局様である。

合
司 ・96gl

IV実 験成績

1)6年 生学童350名 に就て

左右前陣における発赤の大きさの相関は第2表 の如 く

である。24時 間表:左 前鱒の発赤の大きさは、17～ISm

m級 問 をモードとして両側へ漸減ずる度数分布を示し、

右前臆の発余の大きさは、3～6mm級 刷に336例 中205

例(約60・1%)が 集中 し・従つて・左前臆で陽性右前臆で陰

性の例が圧倒的に多い・左右前搏 とも陽性の例において ・

も・左前博の発赤の方が大きい例がかな り多い・48時 間

表:左 前陣の発赤の大 きさは、13～14mn級 聞 をモード

として両側へ漸減する度数分布を示 し、24時 間値に比 し

著 しく消襯に赴いたことが目立つ。右前腫の発赤の大き

さは・引続き3～6mm級 間の例が多いが(約44.9%)、

24時 間値に比 し増大 した例も少数乍 ら認められ
、かXる

例では左右前臆における発赤の大きさに著差がみられな
G

くなる◎

BCG接 種経験のない既陽性者のみを拾つて調べてみ

ると・24時 聞値・48時聞値とも左右前臆における発赤の

大きさに大差がない。唯、24時 間値左前臆の発赤が右前

一一1__
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第2表6年 生における左右前臆の発赤の大きさの相関
ミ ノ
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r 右前臆
o

1 左前臆

脾の発赤に比 し幾分大き

い傾 向 が あ り、硬結を

右前臆で触れ左前脾で触

れない例が多いにかかわ

らず、この逆、即ち左前

陣のみに触れ右前臆に触

れないとい う例が殆 ど無

かつたことが注 目 され

た◎これらの事実の原因

を、既往の左前脾におけ

るツ反応検査の影響に求

めるのは一応首肯し得る

と思 う。

2)5年 生学童370

名 に就て

左右前麗における発赤

の大 きさの相関表(略 す)

は、第2表 と殆 ど同型で

ある。24時 間表:左 前臆

の発赤の大きさは、17～

18mm級 聞をモー ドとし

て(366例 中60例)両 側

へ漸減する度数分布を示

し、右前臆の発赤の大き

さは、3～6mn級 間 に

366例 中229例(約68・2

%)が 集 中し、従て、左

前臆で陽性右前脾で陰性

の例が飼めて多い◎左右

前脾 とも陽性な例におい

(48時 間)
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て も、左前臆の発赤の方が大きい例がかな り多い◎～18時

閤表:左 前臆の発赤の大きさは・15～16mm潔 間をモー

ドとして(364例 中52例)両 側へ漸減する度数分布を示 .

し、24時 間値に比 し著 しく消襯に赴いたことが 目立つ。

右前臆の発赤の大きさは、引続き3～6mm級 聞 の例が多
ぜ ぱ　　

いが(約45・1%)、24時 間値に比 し増大 した例 もかなり認

められ、力込 る例では左右前臆における発赤の大きさに

著差がみられなくなる◎

48時聞測定で、左右前臆における発赤の大きさに著差

のない例がみられるのは、上述の如 く、24時 間値に比 し

左前臆の発赤の消襯傾向右前臆の発赤の増大傾向の結果

であつて、か 玉る例では、左前臆の発赤は色調暗紅色、境

第3表 各 学 年 別 左 右 前 臆 陽 性,率

嵐嘉べ1
24 時 間

9mm以 下 10mm以 上

48〆 時 間

9mm以 下
い ・一 以上

61rツ 76・・9%±2・32123・8・%±2・32169・69%±2・481 30.32%±2.48

み
年{110000x ・2・8・%±…2187・2・%± …2135・57%土2・64i 64.43%±2。64

司 ・ ツ

年}1ツ

18…5%士2・ ・71・9・95%±2・ ・717臨 土2・251
24.46%』 」ヒ2。25

fU3

年

2

年

4

年

17.21%±1.97 82・79%± …7144・78%±2・6・} 55。22%±2。60

r10000X 52・83%±2・47)47・17%±2・471SS・6・%±2・46i 56。40%±2。46

1ユ0000x
16・39%士 ・・2・

93・6・%士 …il4・ ・S・%±劉 59.61%士2.44

r10000X 6・・88%±2・ ・7}謝2%±2・ ・7i50.3・%±2・23i 49。70%±223

1ツ 2・・36%±i・8・179・74%± ・・8・15…9癬921 48ご91%±2.92

r5000X 2・・th'%±2・3・17S・SS%±2・S・122・S6%±2・361 77.14%士2。36

15000x 5e・5%± 刺94・95%± …21 24.76%土2。 弗 75.24%±2。43

r・"右前 鳳1… 左 前!博.ツ … 旧 ツ2000倍 液 、10000X…v .eチ ンA10000倍 液

一3一
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界不鮮明、 硬結を触れ難 く、 右前搏の発赤は色調鮮紅

色 、境界鮮明、硬結を伴うことが多 く、従て、発赤の大き
お

さの計測値そのものに奢美がないにして も、反応のかた
無

ちそのものは全 く対蹄的であった◎

実験1)、2)の 成績を比較対照するに、実験1)で は反応

原 として、右前騰にツ液左前陣に10000倍 液を、実験2)

で は反応原として、左右前陣に同一のツ液を皮内注射せ

るにかかわ らず、その成績に殆 どみるべき差異 が な い

(第3表)◎ 即ち、上述の如 き左右前臆における反応の相

違が反応原の差異に起因するものでないことが分る◎

3)3年 生学童408名 に就て

左右前職における発赤の大きさの相関は、 次 の 実験

4)に おける第5表 と殆 ど同型である。24時 簡表:左 前脾

の発赤の大きさは、17～18皿m級 聞をモ,一.ドとして両

側 へ漸 減する度数分布を示 し、右前鱒の発赤の大きさは

3～6滋ln級 間 の例数が407例 中 ユ20例(約29・5%)で 、実

鍛1)、2)に 比 し集中度が低い。然 し、左前随で陽性右前

臆で陰性の例が多いこと、およびt左 右前臆とも陽性な

例において も左前臆の発赤の方が大きい例が多いこと等

は、実験1つ、2)と 同様である。48時 間表.左 前臆の発赤

の大きさは、15～16斑m級 聞をモードとして両側へ漸減

する度数分布を示 し、24時 間値に比 し消襯傾向が著 し

い◎右前臆の発赤の大きさは3～6m斑 紋聞の 例 数 が

406例 中＼67例(約16・5%)に 過 ぎず、24時 間値に比 し増

大傾向が認められ る。その結集、左右前陣における発赤

の大きさはほ 野正相関を示 した。 げ

即ち、24時 間値では右前臆の発赤の出現が遅延するた

め左右前臆における発赤の大きさに著差がみられ、48時

間値では左前臆の発赤が消観す るため左右前臆における

発赤の大きさに若美がなくなる。然るに、BCG接 種経

験のない既陽性者では、両測定値 とも左右前臆における

発赤の大きさに大差がないことは実験1)と 同様で、この

関係は次の第4表 によって了解 される。

第4表

番 暑 姓 性

1091 ♂

年齢

12

:BCG前 回 ツ反 応(23
・10)

、 十

20×17

24時 間

右 前 臆 左 前 臆

48時 間

右前剛 産繭

1312 ♀i…

126S 舎 、。1昭 和2222:ユ乙
23.1

1377 ♀i・ ・隙11

18×1B 17×17

13×12

18xユ8

13×13 コ9x21-3Qx22

上+
1　1ブ～dブ

十

15×14、 8x7 £3×20

午

14×14

"
22x20

18x16

18×13 9×9

18x17
一

一10x9

24×2114x14 12x11

4)2年 生学童512名 に就て

左右前臆における発赤の大きさの相関は第5表 の如 く

である。24時 間表:左 前臆の発赤の大きさは、17～18

拠m級 間をモ...ド と して両側 へ漸減す る度数分布を示
を

し、右前臆の発赤の大きさは3～6斑 斑級聞の例数が501

例申 ユ85働(約36・9%)で 、実験:1)t2)に 比 し集中度
ミ

.が低 い。48時 間表:左 前臆の発赤の大きさは、15～16

凪血級間をモードとして両側へ漸減する度数分 布 を 示

しt24時 間値に比 し消襯傾向が著しい。右前臆の発赤の

大きさは3～6血n・ 級聞の例数が508例 中 ユ12例(約

22・3%)に 過 ぎずs24時 間値に比 し増大傾向が認められ

る。その結果、左右前臆における発赤の大きさはほ 野正

相関 を示 した◎

実験3)t4)の 成績を比較対照するに、実験3)で は反応

原 としてa左 右前腫に同晶の10000倍 液 を、実験4)で は

実験 昭和24・4・11、

反応原として、右前搏に10000倍 液左前鱒にツ液を皮内

注射せるにかかわらず、その成績に殆 ど有意の差異がな

い。即ち、上述の如き左右前陣における反応あ相違が反

応原の差異に起因するものでないことが分る。

高学年における実験1)、2)と 低学年における実験3)、

4)の 成績を比較対照するに、左前臆の反応は陽性率や反

応形態に大差を見出し難いが、右前博の反応は、発赤の

大 きさの3～6mm級 聞への集中度、従て又陽性率、24

時間値より48時 間値への発赤の大きさ、硬結触知状況

の変動等の諸点におやて・両詳聞に明確な差異が認め ら

れる(第3表)。

δ)4年 生 学童329名 に就て

左右前臆における発赤の大きさの相関は第6表 の如 く

である。24時 間表:左 前脾の発赤の大 きさは19～20mm

級聞をモードとし、度数分布曲線は右傾の歪みを示す。

4
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第5i表 2年 生における左右前博の発赤の;KCrN$の 相関
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右前臆の発赤の大きさは17～18mm級 間 をモードとし

て両側へ漸減する度数分布を示 し、左右前牌の両発赤 と

もに陽性率が高い。而して、全般的に左前臆の発赤の方

が より大なる点は実験1>-4)と 同様である。48時 間表:

左前脾の発赤の大きさの著 しい消襯、右前脾の発赤の疑

陽 性数の減少に伴い、左右前臆における発赤の大きさは

正相関を示し、陽性率はほS"近 似 し且つ高い(第3表)。 、

左右前臆に同一の5000倍 液 とい う強い反応原を皮内

注射した本実験においては、実験1)一一4)に比 し右前臆の

発赤の陽性率が高 くなる結果、左右前臆の反応間の微妙

な関連が不明瞭となり、その成績は高学年群と低学年群

との中聞型を示さない◎

第6表4年 生に均ける左右前鱒の発赤の大きさの相関 (24時 間)
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V総 括

結核菌より分離抽出せる特異抗原性物質溶液(ワ クチ

ンA)を 、旧ツ液 と同様に、ツ皮内反応の反応原 として

使用し得 るかどうかを、BCG接 種学童集団を対象 とし

て種々検討 した◎

ワクチンAの10000fi液 に就1て。ワクチソムの10000

倍液 と旧ツ液の2000倍 液 とを比較 した実験成績の総括

は次の如 くである◎ ・

左有前臆の屈側に、両反応原を交互に皮内注射せるに

かかわらず、6、5年 生、3、2年 生の成績がそれぞれ

よく一致 したことは、左右前臆における反応の著 しい差

異が反応原の相違に起因するものでないことを示 し、且

つ両反応原の力価をほ 讐等 しいと見倣 して大過ないこと

を理解せしめる。

右前陣の反応は、一般 に発赤は鮮紅色で境界は比較的

明瞭であつて、発赤の大きさは24、48時 聞値とも3～6

Ml}1を 示 した例 と・徐 々に増大 して24、48時 間値とも

に、あるいは48時 聞値のみが陽性を示 した例とに大別

され、それらの例数の比率には学年の高低により差異が

認められた。

即ち、高学年群は低学年群に比較 して24時 間値の陽

性率が低いのみならず、24時 間値 より48時 間値への陽

性率の増加も亦僅少であつた。これは、高学年群にはそ

れだけBCG接 種後の経過期聞の長いものが多く含まれ

ているためマあろうと思われ る。この関連は、BCG接

種後6ヵ 月という賦与免疫力の強い時期に実施 された小

池の実験において・右前臆の陽性率が高 く、従て左右前

脾の発赤の大きさの差異がそれ程著明でないことによつ

て も理解される¢

左前臆の反応は、一般に発赤は暗紅色で境界は比較的

不明瞭であり、又24時 間値の陽性率は著 しく高く、4S時

間値の陽性率は急速に低下す る傾向が認められた。而 し

て、BCG接 種経験のない既陽性者の発赤にもこの傾向

が窺われたことより考えると、その原因を、同部位にお

け る既往のツ反応検査の影響に求めることを妥当とした ・

…

国 ・l

l・814回2い い131

い。鈴木によれば、同一部位におけるツ注射の影響は14

カ月後にも」苛認められるとい う◎

上述の如く・左右前陣における反応は著 し野相違を示

したのであるが、被検集団に少数乍 ら含まれJlい る、B

CGi接 種経験のない既陽性者で似、左右前臆の発赤のメ♂

きさに・・24・48時闘偽とも著 しい差異が認められなかつ

たのであるから、本実験においては、左右前臆の発赤の

大きさの比較による自然感染陽性者とBCG接 種者との

鑑別は、記録上問診上のそれとほ∫一致した◎

又、BCG接 種者に竜、左右前脾の発赤の大きさに、

24、48時 間値 とも著差のなかつた例 も時にあつたが
、他

の既往前歴の近似 した集団の検査成績によれぼ、か義る

場合、注射後反応をより早期(7～10時 間)に測定するこ

とによつて・右前腫における発赤の出現遅延状況を捉え

得ることのあるのを知つた・ ＼

ワクチンAの5000倍 液 に就て。ワクチンAの5000

倍液 を、4年生の左右前臆に皮内注射 した成績をみると、

右前臆における24時 間値と48時 聞値の陽性率は高く

且つ近似 し・左前腱においては24時 聞値の陽性率著し

く高 く・48時 聞値のそれはやS低 下する。即 ち、右前脾

の反応が反応原の強さに大きく影響 されるものであり、

反応原の強 さ如何によつては、左右前臆の発赤の大きさ

の間に認められる微妙な関連ホ陰蔽され ることが分る。

BCG接 種後或る時期を経過すれば、ツ。アレルギ'-t*

BCG接 種部位に限局 して くるものといわれているが、

本実験における被検集団の既往の左上樋BCG接 種 とい

う条件が・左右前臆の反応に及ぼ している影響は、勿論

尚検討を必要 とずるが、極めて微 々たるものであろ うと

予想 される◎従て、左右前臆の反応聞の薯 しい差異の誘

el因 となる条件は・被検者のBCG接 種後の経過期臨 露

往のツ注射部位およびその程度・反応原の強さおよび注

射後の測定時間であろう。

VI結 語
1ノ

既往においてツ反応検査佐 前臆)・BCG接 種(左 上

脾)の 前歴ある学童集団を対象として、 ワクチンAを 腐

8



315

ツ液と同様にツ皮内反応の反応原として使用 し得るかど

うかを検討して、次の如き結論に到選 した。

1)右 前臆にツ液、左前臆 にワクチソAの10000借
で

液を皮内注射 した6年 生の左右前縛における反応の陽性

率の差異は、左右前腱に同一のツ液を皮内注射 した5年

生のそれと殆ど相一致 した◎

2)左 右前臆に同一・m…の ワクチソAの ユ0000倍 液を皮

内注射 した3年 生の左右前搏における反応の陽性率の差

異は、右前臆に10000倍 液 、左前臆にツ液を皮内注射 し

た2年 生のそれ と殆 ど相一致 したQ

以上の成績によつて、ワクチソAの10000倍 液は旧ツ

2000倍 液 とほ 黛等 しい力価を有することが分る。

3)本 実験を通 じ、左右前搏における反応には次の如き

差i異が認められる。

i)右 前臆の発赤は鮮紅色、境界明劃、大きさが小

さいにかかわらず硬結を触知 した例が多い。

ii)右 南臆の発赤は陰性例が多く、陽性例において

も発赤の出現、進行が緩徐で大きさも小さい。従つて、

陽性率は左前搏に比 し低い。高学年群は低学年群に比 し、

陽性率が低いのみならず、24時 間値より4S時 間値への

陽性率の増加も少い◎

五ii)左 前臆の発赤は暗紅色、境界不明翻、硬結触知

例は稀である◎

iv)左 前搏における発赤の陽性率は、24時 間値は高

く48時 問値は低下する◎即 ち右前博に比 し発赤は早期

に出現 し早期に消裾する◎学年の高低別による陽性率に

は有意な差異は認め難い◎

▽)BCG接 種経験のない既陽性者では、左右前瞬

の発赤の大きさに、反応の全経過を通 じ著 しい差異を認

ゼ灘 い。 導

▽i)左 右前露の発赤の大きさの間に認められる上述

の差異は強い反応原を使用 した場合には陰蔽せられる。
の

かぐの如き、左右前臆における反応間の相違は、左上

陣における既往のBCG接 種 とい う条件の影響 よりは、

被検者のBCG接 種後の経過期聞、既往におけるツ注射

部位、反応原の強さ、反応の測定時間等の諸条件によつ

て複雑に規定せ られるものと考えられる◎ 塾
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結捜菌の正常型が抗酸性桿菌である と い う考 え は

Koch以 来一・rcに信 じられていた。ところがFo惣tes(t)

によつて発育環の存在が唱えられてから、数多の研究者

によつて結核菌の発育形式についての研究が行われ、ま

た結捜菌が幼若時に非抗酸性であることはMamユGrek

以来認められていたが、結縷菌の発育環の一環 としての

非抗酸性菌について系統的に研究 したものにBezangon,

Philibert及 びHauduroy(2)、Kahn及 びNonidez(:1)

等が あつて、非抗酸性穎粒及び非抗酸性桿菌が抗酸性桿

菌に変化 してゆくことを述べた。またKoch以 来多 く

の学者は抗酸性桿菌が発育能力を有するものと考えて来

たし・またこれが結核菌の正常形態と考えて装たのであ

るが・最近植田④は結核菌の発育環について研究 し、結

核菌の抗酸性型が発育能力を持たないとし、結核菌の増

殖過程としては非抗酸性菌から非抗酸性菌が発育増殖す

る過程(非 抗酸性穎粒から非抗酸性糸状形、更に非抗酸

性桿 薩となる。)が あるのみ である として注目 を浴び

た。しか しながら抗菌性桿菌が果たして生活力のないも

のかどうかと㌧φ 点についてなお論議がある。また発育

の先端部においても非抗酸性菌を認め得ないと述べる研

究者 も存在する。著者は結核菌の発育環に関する既等の

論議を考慮し、結核菌の発育環の問題を系統立てたいと

念願 してこの研究を開始 した。まずここで問題 となるの

は・結核菌の発育形式として次の三つの可能性が考えら

れるが、実際に行われるのがどの形式であるかというこ

とである・すなわち・(・)弾酸性齢 緋 抗酸性のまま
、

非抗酸性菌Bを 生 じ・その後でAが 抗酸性菌となる。ま

たBか ら次々と非抗酸性菌を生 じて旧い ものが抗酸蛙

となつてゆく◎(植 田)(21非 抗酸性菌Aが 帆且抗酸性 と

なり・抗酸性菌Aか ら非抗酸性菌Bを 生 じる。{3)抗酸性

一一_9___




